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福祉マインドフェア尾張旭2024
を開催します！

呈茶コーナーでお抹茶を初体験！ 毎年盛り上がるステージ発表

掘り出し物がいっぱいの福祉バザー 子どもから大人まで楽しめるブースがたくさん！

※詳細は次のページをご覧ください。　　　　　　　　　

社会福祉法人　尾張旭市社会福祉協議会　

社協だよりやその他の社協情報はホームページでもご覧になれます。

〒488-0074　尾張旭市新居町明才切57番地 保健福祉センター内
ホームページ　http://www.owariasahishakyo.jp/

TEL　54-4540　FAX　51-1880
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渋川ボランティアセンター 尾張旭市渋川町三丁目５番地７ 渋川福祉センター内　ＴＥＬ ５１-５５３５　ＦＡＸ ５１-５５４３

あさひ社協だより
尾張



利用時間 午前９時～午後5時　※土・日曜日、祝・休日を除く　ＴＥＬ ５１-５５３５　 ＦＡＸ ５１-５５４３
尾張旭市渋川町三丁目５番地７ 渋川福祉センター内

ボランティアセンターからのお知らせ

無料

じぃじと「ビー玉で」
あそぼ！

男性ボランティア
活動研究会

渋川福祉センター
２階　くすのきホール

渋川福祉センター
１階　会議室

参加費

講　師

内　容

ところ

と　き ８月２１日（水）
午後１時３０分～３時

災害ボランティア
コーディネーター尾張旭

９月２０日（金）
午前１０時～正午

10月17日（木）
午後１時30分～3時
渋川福祉センター
１階　ボランティア室

朝たん実践へ！
災害に備えよう

～我が家の非常持ち出し品、
非常食を大公開！～

100円 無料
12人 15人30人定　員

尾張旭市食育ラボ

<８月・９月・１０月のボランティアサロン>

ボランティアセンターでは、ボラ
ンティア活動に興味をお持ちのかた
や、すでに活動をされているかたを
対象に「ボランティアサロン」を右
表のとおり毎月１回開催しています。
この機会にボランティア活動に触れ
てみませんか。
○申し込み及び問い合わせ先
渋川ボランティアセンター

ボランティア
サロンのご案内

あさひ健康
マイスター
チャレンジ
対象事業

福祉マインドフェア尾張旭２０２４は、市内で活躍しているボランティア連絡協議会加入団体やボランティアセンター
登録団体などが一堂に会して開催するもので、それぞれが日ごろから行っている福祉活動の紹介や発表をとおして、
ボランティア活動の楽しさを体験していただけます。
また、福祉バザーやスタンプラリー、ステージ発表などの楽しいイベントも盛りだくさんです。多くのかたのご来
場を心よりお待ちしています。

福祉マインドフェアでは、ボランティア団体の活動を推進するために必要
な備品を購入することを目的に、毎年福祉バザーを開催しています。
皆さんのご家庭で眠っている雑貨・タオル・石鹸類・陶器類など（いず

れも新品に限る）を、ぜひご提供ください。ただし、食品についてはお断
りさせていただきます。

福祉マインドフェア尾張旭2024を開催します あさひ健康
マイスター
チャレンジ
対象事業

渋川福祉センター

８月３日（土）
午前１０時～午後２時３０分

社会福祉協議会または渋川ボランティアセンター
社会福祉協議会　　　　　午前8時30分～午後５時
渋川ボランティアセンター　午前９時～午後５時

７月３１日（水）まで　※土・日曜日、祝日を除く○受 付 期 限
○受 付 場 所
○受 付 時 間

ボランティア活動の応援　～バザー用品のご提供を～

福祉マインドフェアでは、前日の準備や、当日の運営をお手伝いしてくださるボランティアを募集しています。多く
の皆さんのご協力をお待ちしています。

７月１９日（金）まで
※土・日曜日、祝日を除く

８月２日（金）　午前８時３０分～正午
８月３日（土）　午前９時～午後４時

○活 動 日

○募 集 期 限 社会福祉協議会または渋川ボラン
ティアセンター

社会福祉協議会または渋川ボラン
ティアセンターに電話か直接

○募 集 方 法

○問い合わせ先

ボランティア募集　～ご協力お願いします～
あさひ健康
マイスター
チャレンジ
対象事業

※定員を超えた場合は、抽選になることがあります。

福祉体験（音訳・点訳・手話・要約筆記・高齢者疑似体験）・バルーンアート・
クラフト・子ども茶道教室・防災の啓発・福祉施設等作品展示即売など
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ボランティア保険のご案内
ボランティア活動保険は、国内

におけるボランティア活動中にボラ
ンティア本人がケガをした場合（病
気は補償の対象外）や、他人に対

して損害を与えたことにより、損害
賠償が生じた場合などに幅広く補
償します。
また、ボランティア団体などが主
催する行事参加中に参加者が事故
でケガをした場合（熱中症・食中

毒も対象）や、主催者が法律上の
賠償責任を負った場合を保証する、
ボランティア行事用保険もありま
す。ボランティア活動をされるかた
や行事を行う団体などは、ぜひご
加入ください。

※任期は、令和6年度まで

※任期は、令和6年度まで

５月２４日（金）に渋川福祉センター
でボランティア連絡協議会の総会が
開催されました。

令和６年度尾張旭市ボランティア連絡協議会総会を開催しました

令和６年度尾張旭市校区社会福祉推進連絡協議会
総会を開催しました

６月３日（月）に渋川福祉センター
で校区社会福祉推進連絡協議会の
総会が開催されました。
当日は、各校区から約５０人が出
席し、前年度の事業報告・収支決算、
今年度の事業計画・収支予算を決
議しました。　
また、総会後は、瑞鳳校区社会
福祉推進協議会会長の加藤守松氏
に瑞鳳校区で取り組まれている様々
な福祉事業や、地域のつながりに
ついて発表していただきました。

▲長谷川会長のあいさつ

▲森会長のあいさつ

▲瑞鳳校区社会福祉推進協議会による
　活動報告

あさひ健康
マイスター
チャレンジ
対象事業

６月８日（土）に公開プレゼンテーションによる助成審査会を開催し、赤い羽根共同募金を財源とする福祉のま
ちづくり推進助成事業対象団体を決定しました。
助成金は、下表のとおり子どもから高齢者まで、地域に根差した福祉活動に幅広く活用していただきます。

＜令和6年度　福祉のまちづくり推進助成事業　助成金額一覧表＞

当日は、加入団体の会員約７０人
が出席し、前年度の事業報告・収支
決算、今年度の事業計画・収支予
算を決議しました。
また、総会終了後には、介護老人
保健施設清風苑　理学療法士の二
村誠氏を講師にお迎えし、「転ばぬ
先の運動療法、あれこれ！」をテーマ
に講演会を行いました。
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去る6月２０日に定時評議員会を
開催し、令和５年度の事業報告と決
算が承認されました。
■ 事業報告 ■
法人運営事業
理事会４回/評議員会３回/監査

会１回/会員募集事業（一般２，３２０
件、法人１４０件）/地域福祉活動計
画推進会議１回
企画・広報事業
社会福祉大会開催（２８０人）/福祉マ

インドフェア尾張旭開催（約１，２００人）
/社協だより発行（年４回、全戸配布）
福祉のまちづくり事業
校区社会福祉推進協議会助成（９

校区、委員数６５２人）/ボランティア
連絡協議会加入団体助成（２２団体）
/障がい者団体等支援（２団体）/ボラ
ンティア給食サービス（７５歳以上の
ひとり暮らし高齢者延べ１，１１５食）/
福祉協力校助成（全小・中学校、旭野
高等学校）/福祉実践教室開催（９
校、１，０４４人）/福祉教育講座開催
（２回、２９人）/災害ボランティアコー
ディネーター養成講座開催（２９人）/
フードドライブ事業（年２回）
車いす等貸出事業
車いす貸出（延べ６６０台）/車いす

専用車貸出（６６件）
ボランティアセンター事業
ボランティア相談（１２１件）/ボラン

ティア登録（６６団体１，３９８人、個人４
９人、２０施設）/クッキングボランティ
ア講座開催（５人）/ボランティアスキ
ルアップ講座（１７人）/地域の居場所
づくりボランティアスタート講座開催
（９人）/ボランティアサロン開催（延べ
１５６人）
共同募金配分金事業
敬老肖像写真贈呈（８０歳以上夫
婦１０組、９０歳以上長寿者１２人）/シ
ニアクラブ連合会事業支援/高齢者
サロン助成（５か所）/ウェルフェアボ
ウリング大会支援/点訳・音訳・要約
筆記サービス事業支援/おもちゃ図
書館開設/社会を明るくする運動支
援/私立幼稚園・保育園図書購入助
成（９園）/民間学童クラブ助成（７施
設）/子育てサロン支援（２か所）/子
ども食堂支援（２か所）/福祉のまち
づくり推進助成事業（３団体）/テー
マ設定型事業（車いす１８台購入）/

要保護・準要保護家庭児童支援（６
７１人）/児童養護施設入所児童生
徒の支援（６９人）/活動助成団体及
び施設（各校区社会福祉推進協議
会、ジュニアリーダーズクラブ、ボー
イスカウト、ガールスカウト、交通少
年団、くすの木・ひまわり・アトリエひ
まわり・生活介護事業所ちーとい・
よつ葉ハウス・ゼロファースト・就労
継続支援Ｂ型オービット・生活介護
ちびず・ひまわりホームⅡ・わおんプ
レミア・グループホームふくろう・グ
ループホームちびず・にこまる・ちび
ず・このき尾張旭校・多機能型事業
所楽いく・チャイルドサポート～森の
まち～・おこめ・放課後等デイサー
ビスユニバース・そらのとり・児童発
達支援glee尾張旭教室・くろーば
ー、大和荘）
資金貸付事業
生活福祉資金貸付相談（２８７件）/

ひまわり資金貸付相談（１０４件）/生活
困窮者支援（フードバンク利用５３回）
脳の健康教室運営事業（4人）
紙おむつ給付事業（845人）
日常生活自立支援事業
相談（２２件）/利用者（８人、支援

活動延べ７９回）
生活支援コーディネーター事業
あさひ生活応援サポーター登録

（１０８人）/あさひ生活応援サービス
事業利用（延べ２７５件）/あさひ生活
応援サポーター養成講座開催（２
回、１６人）/あさひ支えあいサロン
開設助成（３か所）
居宅介護支援事業
介護サービス計画作成（延べ１，４

８７人）/介護予防計画作成（延べ２１
４人）
地域包括支援センター事業
高齢者総合相談（延べ８，３１５件　

※うち、虐待・虐待の疑いを含む件
数延べ５２４件）/認知症サポーター
養成講座（８回、延べ５７２人）/地域ケ
ア会議（個別地域ケア会議7回、ケア
マネジメント支援地域会議３回）/小
地域ケア会議（３部会、延べ１０回）/
あさひ介護者のつどい３回、１９人）
認知症初期集中支援推進事業
チーム会議（１１回）/支援対象者

（８人）
指定介護予防支援事業など
介護予防プラン請求など（包括作

成延べ５，３３３件、委託延べ５，７３１件）

収入　247,801,650円　支出　236,962,434円
差引　10,839,216円（令和6年度繰越金）

■令和5年度　社会福祉協議会　収支決算■

収　入 （単位：円）

市補助金
共同募金配分金
県社協補助金

70,560,148
3,832,893
65,500

市受託金
県社協受託金
その他

97,224,600
3,202,184
908,858

社会福祉事業

支出計

公益事業

法人運営事業

企画広報事業

福祉のまちづくり事業

ボランティアセンター事業

共同募金配分金事業

資金貸付事業

日常生活自立支援事業

生活支援コーディネーター事業

その他

居宅介護支援事業

地域包括支援センター事業

会費

寄附金

受託金

経常経費補助金

貸付事業
介護保険事業
基金・積立金取崩収入
前期末支払資金残高（前年度繰越金）
その他
収入計

3,261,000

3,021,549

74,458,541

402,966

50,208,405

1,500,000

12,007,283

1,606,264

247,801,650

74,021,333

1,872,624

4,927,565

5,826,657

5,436,044

3,170,434

664,729

7,832,406

1,106,840

24,474,012

107,629,790

236,962,434

※収入については、勘定科目ごとに、支出については事業内容ごとにそれぞれ取りまとめて掲載してあります。

支　出 （単位：円）

101,335,642
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この助成事業は、地域の高齢者やその介護者などの閉じこもりや孤立を防ぐため、集会所・ふれあい会館・個
人宅などの場所を活用し、地域の皆さんによる出会いの場づくりを支援します。
【助成対象活動】市内で行う、次の要件のすべてを満たすサロン活動の立ち上げに対し、開設資金を助成します。
①実 施 回 数：原則として、月1回以上　②活動内容：参加者の実情などに応じた多様な活動
③参 加 者 数：概ね5人以上　　　　　④会　　場：公民館などの公共施設や個人宅など多様な形態で可
⑤参加対象者：活動地域に在住し、交流や見守りが必要と思われる高齢者やその家族など

【助成金額】1か所につき、上限5万円

【鳳寿会】
令和５年１２月に本事業を活用していただきました。

①西部老人いこいの家、印場中央公園　
②毎週火・木曜日　午前8時15分～11時30分
③無料　④年間1,000円（入会金は別途500円）　
⑤健康づくりのためのグランドゴルフや筋トレ、お茶等を飲みながら
懇談、自由におしゃべりして楽しく交流

⑥地域のつながりを深めるため、仲間づくりや生きがいづくり、健康
づくり（健康維持）の促進を図ることを目的に開催しています。

　みなさんぜひご参加ください。

サロン活動紹介⑯

本会では、地域の高齢者のちょっとした困りごとをお手伝いする生活応援サポーターを養成するため、下表のとおり
講座を開催します。どなたでも受講できますので、ぜひご参加ください。なお、生活応援サポーターの登録は任意です。

あさひ健康
マイスター
チャレンジ
対象事業

【申し込み及び問い合わせ先】　生活支援コーディネーター業務担当（森島・鶴見・吉川）　TEL 55－7071

社会福祉協議会に電話か直接 令和６年１０月8日(火)まで
渋川福祉センター　1階　会議室 先着１５人

【 修 了 式 】

【 交 流 会 】

【 講 義 1 】

【活動発表】

【趣旨説明】

【 講 義 2 】

「私たちができる助け合いって何だろ」
～ゲームで“たすけあい”をイメージ！～

「生活支援の場面で求められるコミュニケーション」
～相手も自分も心地よく～  

「修了証書授与」  

令和６年１０月２３日(水)
午前１０時～正午

「先輩から学ぶ生活支援の実際」

2
日
目

1
日
目

日　　　　時内　　　　容

「あさひ生活応援サービスについて」
～生活応援サポーターの活動発表～

令和６年１０月１６日(水)
午前１０時～正午

「生活支援で人にやさしいまちづくり」 

あなたの思いやりとやさしさを地域の高齢者にお届けしてみませんか！
第２２回“あさひ生活応援サポーター養成講座”のご案内
あなたの思いやりとやさしさを地域の高齢者にお届けしてみませんか！
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やすくなってしまいます。
食事は「たくさん」より「まんべ

んなく」食べることが大切です。
①肉②魚介③卵④海藻⑤油脂

⑥緑黄色野菜⑦牛乳・乳製品⑧大
豆や大豆製品⑨いも⑩果物の10食
品群を食べて、バランスのいい食
生活を送りましょう。

65歳以上で今までは平穏に生活
していたかたが、病気やケガ、加
齢などによって、支援や介護が必
要になる場合があります。どういう
場合にどのような支援や介護を受
けられるのかわからないため、誰
にも相談できず、不安なまま過ごし
ているかたもいます。
このようなときは、地域包括支
援センターに相談してください。今
後どのように生活していくのか、
対応策の検討を始めましょう。早
めに対策を講じていくことで、要支
援・要介護状態の進行を抑え、長
く在宅生活を続けられることにつな
がります。
介護保険サービスの利用を希望

するかたは、要介護認定の申請が
必要です。「要介護認定を申請でき
る状態かわからない。」「何から始
めればよいのかわからない。」その
ような場合でも相談は可能です。
個別の事情に応じて介護サービ

スの利用が必要なのか、他にもっ
といい手立てがあるのか、一緒に
考えてサポートできますので、まず

はお気軽にご相談ください。

三郷ふぁんふぁんでポイ活はじ
めませんか？
三郷ふぁんふぁんでは参加して

いただいた皆さんにポイントカード
を配布しており、参加していただく
たびに１つずつスタンプを押してい
ます。
スタンプを３つ集めるとミニデイ
サービス「つむぎの会」の皆さん
が作ってくれたすてきな記念品と交
換ができます。

また、認知症カフェ「かたろ～な」
は「あさひ健康マイスター」の対
象事業となっています。あさひ健康
マイスター手帳持参のかたは、ダ
ブルでポイントをゲットできるチャン
スです。
認知症カフェ「かたろ～な」だ

けじゃありません！
この春から、「かたろ～な」だけ
ではなく、もの忘れのあるかたでも
参加できるサロンが立ち上がって
います。
《あらかふぇ》
あらかふぇは誰でも参加ＯＫで

す。コーヒーやお茶とともに会話を
楽しむ、体を動かす、音楽を楽し
むなどの参加された皆さんが笑顔
で楽しめる、あらかわ医院ならで
はの企画を毎月開催しています。

皆さん、日頃の食生活にこんな
心当たりはありませんか。「麺類し
か食べない」「揚げ物は食べない」
などといった偏った食生活は、低
栄養の大きな原因となります。また、
お腹がすいていない、食事の用意
が面倒、といった理由で食事を抜
いてしまうと栄養状態を悪化させ、
低栄養の危険性があります。下記
の表で、ご自身の食生活状態を
チェックして、危険度を確認してみ
ましょう！
□　牛乳・乳製品を毎日食べない
□　歯や口の中の具合が悪いた
め、食べることに支障がある

□　お金のことが気になって、食
べ物を買うのを控えることが
ある

□　ひとりで食事をすることがある
□　１日に３種類以上の薬を飲ん
でいる（医師から処方された
ものと薬局などで購入した薬
の両方を含む）

□　減量していないにも関わら
ず、この３か月に１㎏以上体
重が減った

□　この３か月に精神的なストレ
スや急性の病気にかかった

１つでもあてはまると、低栄養状
態か、放っておくと低栄養になる危
険性があります。低栄養になると、
抵抗力が低下して病気にかかりや
すくなったり、筋力が弱まり転倒し

知るサポだより
シルバーサポート

～尾張旭市地域包括支援センター～ TEL 55-0654（直通）

No.37

認知症カフェ
「かたろ～な」通信

▲ラベンダースティック、
　つまようじケースなど

○場所
　あらかわ医院（大久手町中松原
39番地）
○日時
　毎月第３火曜日午後１時から
○参加費
　無料

《あじさいカフェ》
飲み物を飲みながらゆったりと過

ごすことができます。運営主体が
介護保険事業所という強みを生か
して介護の困りごとをなんでも相談
できる介護相談コーナーもありま
す。

○場所
　あじさい旭城前（城前町三丁目
１番地３）
○日時
　毎月第３火曜日午後１時～３時
○参加費
　１００円食欲がないからと、偏った

食生活をしていませんか

自宅で自立した生活を
継続していくために
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赤い羽根共同募金の配分金事業
の一つとして対象の希望者に、長
寿を祝い、敬老の日に合わせ肖像
写真を贈ります。
○申し込み及び問い合わせ先
社会福祉協議会

あさひ健康
マイスター
チャレンジ
対象事業

▲「すうじ盤」で脳を活性化

東北大学教授の川島隆太氏が提
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ポーターによるおもてなしと交流会
もあります。 ▲教室で使用する楽習教材

申し込み
方 法

申し込み
期 限

そ の 他

と き

と こ ろ

内 　 　 容

対 象 者

参 加 費

申 込 方 法

定 員

申し込み期限

▲昨年贈呈した中塚様ご夫妻
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抵抗力が低下して病気にかかりや
すくなったり、筋力が弱まり転倒し

赤い羽根共同募金の配分金事業
の一つとして対象の希望者に、長
寿を祝い、敬老の日に合わせ肖像
写真を贈ります。
○申し込み及び問い合わせ先
社会福祉協議会

あさひ健康
マイスター
チャレンジ
対象事業

▲「すうじ盤」で脳を活性化

東北大学教授の川島隆太氏が提
唱する「読み書き」「計算」「すう
じ盤」の教材を使った脳の健康教
室を開催します。
脳のリフレッシュのため、教材を
利用した楽習だけでなく、教室サ
ポーターによるおもてなしと交流会
もあります。 ▲教室で使用する楽習教材

申し込み
方 法

申し込み
期 限

そ の 他

と き

と こ ろ

内 　 　 容

対 象 者

参 加 費

申 込 方 法

定 員

申し込み期限

▲昨年贈呈した中塚様ご夫妻

○場所
　あらかわ医院（大久手町中松原
39番地）
○日時
　毎月第３火曜日午後１時から
○参加費
　無料

《あじさいカフェ》
飲み物を飲みながらゆったりと過

ごすことができます。運営主体が
介護保険事業所という強みを生か
して介護の困りごとをなんでも相談
できる介護相談コーナーもありま
す。

○場所
　あじさい旭城前（城前町三丁目
１番地３）
○日時
　毎月第３火曜日午後１時～３時
○参加費
　１００円
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社会福祉協議会の広報紙「社協だ
より　尾張あさひ」に広告を掲載して
みませんか？
令和6年度秋号（10月発行）に掲載

の広告を募集します。
広告の掲載は有料です。広告掲載

に関する詳細につきましては、下記ま
でお問い合わせください。

※広告の1枠の大きさは、縦6㎝、横8．5㎝で
す。ただし、2枠、4枠分の大きさで掲載する
こともできます。

赤い羽根協力店を募集します赤い羽根協力店を募集します

善意のご寄付ありがとうございます
「福祉に役立ててください」と、たくさんの善意が寄せられています。皆さんにご報
告するとともに、厚くお礼申し上げます。

※物品の状態によっては受け取りできない場合がありますのでご了承ください。

■物品寄付　

白鳳校区社会福祉推進協議会　様
本地ヶ原校区社会福祉推進協議会　様
三郷校区社会福祉推進協議会　様
連合愛知尾張東地域協議会　様
東邦冷熱工業株式会社　様
たいようの会　様

匿名（9件）

車いす2台
車いす2台
車いす2台

ポケットティッシュ1,000個
紙おむつ5袋
ぞうきん50枚

車いす(中古)1台、紙おむつ32袋、
尿とりパッド10袋

寄付者名/ 物品名・数量

「社協だより　尾張あさひ」
〔広告掲載のご案内〕

こんなとき、こんなお金をぜひ、

社会福祉協議会へ
ご寄付を！！

○福祉のために役立てようと思ったとき
○会社や商店の開設、開店などの記
　念事業の一部
○お祝い事、香典の一部
○同窓会等の残金、各種チャリティ
　ーバザー

10月1日から始まる赤い羽根共同募金の一環として、募金箱の設置など
により、募金活動にご協力いただける「赤い羽根協力店」を募集しています。

○申し込み及び問い合わせ先　尾張旭市共同募金委員会　℡54-4540

○ご協力いただく内容
①募金箱を年間通して設置
②店頭に「協力店」のステッカーを表示
③10月1日から翌年3月31日までの共同募金期間中にポスターを掲示

赤い羽根協力店の紹介
（順不同・敬称略）

【大字新居】
・ウッドフレンズ森林公園ゴルフ場
【柏井町】
・さもと館
【北本地ヶ原町】
・台湾料理萬来館 晴丘店
【三郷町】
・秋田屋呉服店
・有限会社 サカエ
【渋川町】
・ハンプティー・ダンプティー
・ベッセル
・南風 尾張旭店
【城山町】
・旭城レストハウス
【瀬戸川町】
・ジョブウェル
【東栄町】

現在、ご協力いただいています協
力店は次の店舗です。
【旭前町】
・竹亭
・イーストヒル
【新居町】
・四季亭 尾張旭店
・かつ星
・ピッツェリア・マリノ 尾張旭店
・珈琲屋らんぷ 尾張旭店
【印場元町】
・かつ雅 尾張旭店
・喫茶 棒の手
・諭吉のからあげ 名古屋本店
【上の山町】
・鈴松 本店

・モスバーガー 旭三郷店
・ル・モンド
【西大道町】
・活人堂
【西山町】
・英 四軒家店
【東大道町】
・あいち尾東農業協同組合 尾張旭
グリーンセンター
・カメヤマ酒店
・おり紙・和紙の店 ふた美
・カフェ＆パスタ パパス
・台湾料理萬来館 本店
・ぱんやさんｋｉｋｉ
・コメダ珈琲店 尾張旭店
・ベーカリーレストランサンマルク 
尾張旭店
【東本地ヶ原町】
・江戸芝鮨
【南新町】
・喫茶 サーモン
【南本地ヶ原町】
・高砂ベルシュ
・ゆで作
【東大久手町】
・支留比亜珈琲店 森林公園通り店
・やきとり大吉 名鉄三郷店

◀
ス
テ
ッ
カ
ー

◀
募
金
箱

電話 54-4540
社会福祉協議会問い合わせ先

２月２８日～5月20日　（順不同）■一般寄付

清水　正枝　様(旭ケ丘町)
三輪　信一　様（晴丘町）
尾張旭市ゴルフ協会　様
東邦冷熱工業株式会社　様
有限会社中部緑地建設　様
名古屋ヤクルト販売株式会社　様
匿名（4件）

10,000
10,000
25,000
100,000
100,000
43,517
150,232

寄付者名/寄付金額（単位：円）

社協では、香典返しの一部をご寄付いただいたかたに対し、礼状と封筒の作成、宛
名書きをいたします。詳しくは、お問い合わせください。

慶弔のお返しを福祉のまちづくりに
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